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《教育目標》 知性を磨き　心豊かに　逞しく

《 校 　 訓 》 自　主　　 協　調　　 実　践

《目指す生徒像》 自ら感じ　考え　行動する生徒

《発行責任者》 校　長　　  高　橋　　秀　明

◆ 学校のブログもご覧下さい。http://b-school.jp/blog/skamisyn/index.php ◆

　実り多き、２学期のスタートに向けて 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　高　橋　秀　明　

　３３日間の夏休みを終えて、本日２学期の始業式を迎え、全校生徒が元気に登校しました。生徒一

人一人がそれぞれ充実した夏休みを過ごしたことと思います。休み中も、部活動などに多くの生徒が

登校して、生徒の明るい声が響いていました。

　この２学期は、1 年間の中で一番長い学期となり、教育目標の具現化に向けた教育活動が最も多く行

われます。とりわけ学校祭では、生徒会を中心に培われてきた伝統を受け継ぎ、新たな伝統の積み上

げができるよう働きかけてまいりたいと思います。

　本校は開校以来、保護者の皆様はもちろん、地域の方々の学校への熱い思いによって歴史を歩んで

きました。地域の人々によって築かれた学校は、地域行事などとも深く関係を持つ中で、住民から親

しまれ愛されてきました。

　現在も、学校が安定して教育活動を展開し、生徒の義務教育後の生き方の礎を身につけさせる様々

な教育内容の工夫をできるのは、保護者や地域の方々の学校を支えてくださる思いがあるからこそと

思っています。

　それらの期待に応えるためにも、生徒には母校の歩みを学び、これからのさらなる伝統を加え、何

よりも母校、地域を大切にする気持ちをはぐくみたいと思っています。学校祭では、そのような学習

の成果を発表し、新しい時代への歩みを確認できればと全職員で指導や活動内容の準備をしていま

す。たくさんの方にご来場いただき、将来上春別を支える生徒の活動をご覧いただければ幸いです。

　更に、２学期は学習の学期です。学習内容が１学期に比べ難しくなり、量も多くなります。特に、

３年生は卒業後の進路実現のための大切な学習期間でもあります。生徒一人一人が基礎的・基本的な

内容を確実に身につけ、目標の実現ができるように指導の工夫を重ねていきたいと思います。

　２学期も連携強化のために、学校や学級だより、ブログ等による学校の情報発信に努めてまいりま

すが、不明な点があればいつでも遠慮なく声かけをお願いいたします。また、お子さんのことで心配

なことがありましたらいつでも学校にお尋ねください。

　実りの秋、そして冬へと歩む長い２学期ですが、保護者の皆様、地域の皆様のご支援をいただきな

がら生徒ための学校づくりを進めます。お世話になりますが、よろしくお願いいたします。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

◆▽● １学期の学校評価アンケート ●△◆

　７月１４日から１８日にかけて、１学期の学校評価アンケートを生徒・職員を対象に実施しました

アンケートの内容は昨年度の物を下敷きに、今年度の重点を踏まえ、生徒・職員共に内容を精選して

実施しました。

　回答は、各項目にＡ～Ｄで答え、Ａ＝４点、Ｂ＝３点･･･Ｄ＝１点として点数化し、平均を出しまし

た。3.25 より上の場合は、比較的達成できている。2.5未満は課題があるととらえました。集計結果は

裏面の表の通りとなっています。

　なおこの他にも、１学期中に「いじめアンケート」「授業アンケート」「生活習慣チェック」等の

調査やアンケートを実施しております。
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【学校評価アンケートの集計結果】

◆生徒の学校評価アンケート集計
内　　　　容 生徒平均

1 目標や校訓等を意識し、楽しく学校生活を送ることができている。 3.10 

2 授業では学習のルールを守り、意欲的に学んでいる。 3.10 

3 学習を通して基礎・基本が身についてきていると思う。 3.13 

4 授業では、先生が質問しやすくわかりやすい授業をしてくれている。 3.23 

5 家庭学習を習慣化させ、復習や予習をするよう努力している。 2.65 

6 自分の将来について考え、目標を持って努力することができている。 2.87 

7 学習活動や行事等で、仲間と協力できるよう努力している。 3.32 

8 自分の役割を意識し、責任を持って行動することができていた。 3.19 

9 命の大切さや相手を尊重する心、思いやる心を意識することができた。 3.42 

10 社会のルールを守り、物事の善悪や判断ができるように努力している。 3.35 

11 悩み等を相談しやすい友達や先生が学校の中にいる。 2.90 

12 生活面で、先生方は生徒のことを考え、きめ細かな指導をしてくれている。 3.06 

13 生徒会や委員会活動に、自主的・意欲的に参加することができている。 3.26 

◆職員の学校評価アンケート集計

領域 　 内　　　　容 職員平均

目標
1 教育目標の具現化を意識し、生徒を生き生きとさせる教育活動を行っている。 3.09 

2 意思疎通が図られる中で、共働体制を意識した学校づくりが進められている。 2.82 

学力

3 基礎基本を定着させるために、適切な教育課程編成や指導ができている。 3.00 

4 学習ルールを意識し、正しい学習習慣を身につけさせる授業づくりに努めてい

る。
3.30 

5 生徒がわかりやすく意欲的に学べる授業づくりに努めている。 3.10 

6 生徒の意欲を引き出すための工夫ある評価・評定が適切に行われている。 3.30 

7 家庭学習を定着させるための手立ての工夫や、取組に対するサポートに努めて

いる。
3.00 

豊か

な心

8 道徳の授業等で、発達段階や実態に合わせた心の育成を進めることができてい

る。
3.00 

9 自己有用感を高め、目標を持って取り組ませる支援体制を整えることができて

いる。
3.22 

10 学習活動や行事等において、意図的なねらいを持って取り組ませることができ

ている。
3.50 

11 当番・係活動等で責任と自覚を持って取組が進められるよう指導している。 3.40 

12 命の大切さや、相手を尊重し思いやる心を育てるための適切な指導がされてい

る。
3.20 

13 社会のルールを守り、物事の判断が適切にできるよう情報提供等支援に努めて

いる。
3.00 

生徒

理解
14 生徒との信頼関係が築かれており、相談しやすい体制を整えることができてい

る。
3.00 

15 問題行動等を未然に防ぐために、日常的な観察を重視する等生徒理解に努めて

いる。

3.10 
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16 個々の特性を生かし、個を活躍させるための場を演出することができている。 2.89 

17 問題が起こった場合でも連携を図る中で、迅速に対応することができている。 3.00 

18 支援が必要な生徒の理解を深め、全体で特別支援教育に当たることができてい

る。
3.36

危機

管理

19 安全で快適な教育環境を整えるために、施設点検や避難訓練等の適切な指導が

進められている。
3.36 

20 コンプライアンスの遵守を意識した自覚ある行動に努めることができている。 3.40 

連携
21 学級便り・ブログ等で学校の教育活動や学級の様子を知らせることができてい

る。
3.50 

22 保護者・地域の願いに応えるため、連携が密になるように努力している。 3.50 

◆今後の取組について

１．目標について

　学校教育目標の具現化に向けた取組が、日常の教育活動や行事

などの取組と、どう関わっているのか意識づけが弱い傾向がみら

れました。教職員サイドからの、生徒をどのように変容させたい

のか、ねらいや意図を持った働きかけの強化が今まで以上に必要

と考えます。

２．協働体制について

　中間評価全項目中、最低評価となっていますが、多様化する問題への対応は、組織的な対応が不

可欠であるため、強化を図っていかなければならない最重要課題と考えます。共通理解による協働

体制の確立を進める中で、生徒指導や分掌業務等、個別対応になっている部分の改善を進めていか

なければなりません。また、過年度のものを踏襲するだけのマンネリ的な対応に陥らないように改

善を進め、生徒の実態に合わせた積極的な支援体制の強化を図っていきたいと思います。

３．学力について

　学年に応じて傾向が異なるため、生徒の実態に合わせた支援体制の工夫が必要と考えています。

　１年生は、比較的に基本的な学習習慣や、基礎学力の定着は見られるため、現行の状態を継続強

化できるように、実践に対する適切な評価を行う中で、定着率をより確実なものへ高めさせていき

ます。また、基礎的な学力を応用した学習指導が全体的な底上げのポイントと考えています。

　２年生は、基礎基本の定着に落ち込みが見られるため、細やかな学習支援が必要と考えています。

少人数支援体制が効果的と考えられるため、特に積み上げ学習的な数学、英語では、複数体制の授

業をできるだけ確保していきます。また、他の教科においては、理解力を高めさせるための事前学

習や家庭での予習の習慣化を強化していきたいと思います。

　３年生は、各教科の定着率に二極化がみられるため、習熟度別指導を意識した対応が必要と考え

ます。また、家庭学習の習慣化に弱さがみられるため、定着率を上げるための働きかけが必要です

が、自分自身の将来の目標や進路と関連付けた支援を強化していきます。

４．豊かな心について

　校則のない学校だけに、生徒が正しい判断をできる支援が大切になってきます。支援の方法とし

ては、判断するための材料をいかにできるだけ、多く与えることができるかがポイントとなってき

ます。ヒントを与えるのはもちろん教師サイドになるため、生徒に取組を通してどう判断し、どん

な力を身に付けさせるのか、意図やねらいを持って計画的に支援することが大切になってきます。

生徒任せの取組にならないように、高い意識を持って対応に当たっていきたいと思います。また、

一般的な規範意識として物事を考えさせ、学校にないルールであっても、社会のルールとして絶対

に許されないものは「ダメ」という毅然とした態度で、指導に当たっていきたいと思います。

　更に、豊かな心の強化を図るために、生徒の実態や成長、季節的な心の変化を捉えた道徳指導の

強化も必要になってきます。問題の未然防止を意識した計画的な実践を促進させていきたいと思い

ます。
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５．生徒理解について

　注目したいのは、生徒評価の中で、「学習習慣の定着」、「将来の目標に向かって努力」に次い

で低いこと。生徒との信頼関係なくしては、どんな取り組みも成立していかないため、この課題に

関しては最重要項目として、強化を図っていきたいと考えています。生徒の変化を見逃さない声掛

けや定期的な教育相談の充実。生徒が学級や行事で生きる場の演出を心がけ、実践に対する適切な

評価を行う中で、生徒との信頼関係の再構築を図っていきます。

６．危機管理について

　前期は、大きな問題もなく過ごすことができましたが、課題は多く厳しい対応に迫られる状況に

あるため、常に高い意識を持つ中で、自分自身を律する気持ちで臨んでいきたいと思います。

７．連携について

　連携の評価に関しては、項目の中で高い数値を占めることができましたが、学校サイドの評価に

なるため、この数値に関しては油断することなく対応を進めていきたいと思います。特に、保護者

とのこまめな連携や、学級だより、ブログ等の連絡ツールは信頼を築いていくために大切にしてい

かなければならないものと考えていきます。 

◆▽● スキルアップ！●△◆

　２学期を目前に控えた２２日、２５日、２６日

の３日間、「スキルアップサマー」と称して、学

習会を実施しました。都合で数名の欠席があった

ものの、ほぼ全員が参加し、午前中の時間を５教

科の学習に取り組みました。

　今回は学生ボランティアとして２５日からの二

日間、Ｈ大○学部○年のＡさんとＫ大○年のＢさ

んがサポート講師として参加。「わからなくても

途中で投げ出さず、最後まで取り組もうとする」

「課題をしっかりととらえているところがよい」

と感想を述べてくれました。

　９月１日より家庭学習推進週間が始まりますの

で、ご家庭でも一声かけたり、子どもの学習の様

子を見ていただくようお願いいたします。

◆▽● ３期改修工事開始 ●△◆

　９月より第３期の改修工事が始まります。理科

室・放送室・技術室・家庭科室が対象です。玄関

は通常の生徒玄関・職員玄関を利用します。

　実験や実技、美術棟への移動等で不便な状況が

出てきますが、極力影響が出ないよう配慮してい

きます。今しばらくご不便をおかけしますが、ご

協力をお願いいたします。
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９月の行事予定
日 曜 内　　容 バス

1 月 15:50

2 火 15:50

3 水 教育相談 15:50

4 木 15:50

5 金 委員会、ＰＴＡ役員会 15:50

6 土

7 日 プール最終日

8 月 スピーチ集会、３年弁論 15:50

9 火 陶芸教室、２年弁論、着衣水泳 15:50

10 水 研修日、１年弁論 15:50

11 木 15:50

12 金 15:50

13 土 択捉島訪問②、陸上秋季選手権

14 日 択捉島訪問③、町駅伝競走大会

15 月 択捉島訪問④、敬老の日

16 火 15:50

17 水 職員会議 15:50

18 木 校内弁論大会、弁当の日 15:50

19 金 委員会 15:50

20 土

21 日 町ＰＴＡ研究大会（スポーツセンター）

22 月 全校集会、学校祭討議 15:50

23 火 秋分の日

24 水 中間テスト①、研修日（５時間授業） 14:25

25 木 中間テスト②、別海高体験入学、白鳥号 15:50

26 金 別教研（午後より） 15:50

27 土

28 日

29 月 スピーチ集会、ＡＬＴ、標茶高体験入学 15:50

30 火 学校祭討議 15:50

全校集会、発育測定（１年）、ＡＬＴ
家庭学習推進週間（７日迄）

択捉島訪問団結団式・事前研修
３年学力テスト総合Ａ、白鳥号
プール清掃、学校祭討議
択捉島訪問①、委員会

生活習慣チェック（22日迄）

知事杯争奪ＫＢ野球大会（21日迄）
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